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RCV＝分類群のCV×100／富山県全体の環境因子のCY
網掛けの数値はRCV＜50以下を示す。
相対的な距離係数
101喜 2瞳 2塁
イヮヒゲ
イワギキョウ
アイヌソモソモ
ハクサンコザクラ
ハクサンオオバコ
ヤナギラン
ヒオウギアヤメ
イワイチョウ
ミヤマリンドウ
イヮショウブ
タテヤマスゲ
タテヤマウツボグサ
オオバキスミレ
ノウゴウイチゴ
オオバミゾホオズキ
ミヤマホタルイ
ヒトツバヨモギ
オオコメツツジ
アカモノ
由
図2北方系日本海要素とされる分類群の分布に関して、8個の環境要因を用いたクラスター分析結果（Ward法〉
最深積雪、CIの4因子はRCV＜80であった。これら
の4因子は北方系日本海要素の分布に影響する共通因
子と考えられる。
標高と年降水量、最深積雪、Clの4因子に加えて、
日射量が強く影響していると考えられる分類群
(RCV＜50）は、ハクサンオオバコとイワギキョウ、
アイヌソモソモであった。また、日射量が分布に弱い
影響があると推定された分類群（RCV＜80）はヤナ
ギランとヒオウギアヤメ、ミヤマホタルイ、タテヤマ
スゲ、イワイチョウ、タテヤマウツボグサ、ハクサン
コザクラ、ミヤマリンドウ、イワヒゲであった。
Katoh(1989)はアカモノの現存量に影響する要因とし
て日射量を上げているが、今回は日射量と分布の間に
は明確な関係は認められなかった。日本海指数が弱い
ながら分布に影響していると推定された分類群
(RCV＜80）はハクサンオオバコであった。WIが弱
いながら分布に影響していると推定された分類群
(RCV＜80）はヤナギランとミヤマホタルイ、イワギ
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ら編，日本の野生植物・草本編皿p89．平凡社．
東京．
キョウ、アイヌソモソモであった．
(3)北方系日本海要素の分布域の環境因子の類似性
各分類群の分布メッシュの環境因子ごとの階級分布
を用いてクラスター分析（Ward法）を行った。その
結果、5つのクラスターが認められた（図2）。イワ
ヒゲとイワギキョウ、アイヌソモソモ、ハクサンコザ
クラ、ハクサンオオバコ、ヤナギラン、ヒオウギアヤ
メの7分類群が1つのクラスターを作った。このクラ
スターは高標高域に分布するイワヒゲとイワギキョウ、
アイヌソモソモのグループと、最深積雪が大きい地域
に分布するハクサンコザクラとハクサンオオバコ、ヒ
オウギアヤメのグループ、日本海指数が最も低い地域
に分布するヤナギランが含まれた。次のクラスターは
イワイチョウ、ミヤマリンドウ、イワショウブの3分
類群が含まれていた。次のクラスターはタテヤマスゲ
とタテヤマウツボグサ、ノウゴウイチゴ、オオバミゾ
ホオズキ、ミヤマホタルイ、オオバキスミレ、ヒトツ
バヨモギの7分類群からなり、標高1500～1700mに平
均値が入る分類群が含まれた。残りはオオコメツツジ
とアカモノの単一分類群のクラスターで、低標高域に
分布域を持つ分類群であった。
まとめ
(1)北方系日本海要素の分布は、標高から見ると、4
つのグループに分けられた。
(2)北方系日本海要素の分布に影響をおよぼしている
環境因子は標高と年降水量、最深積雪、Clの4因子で
あると考えられた。
(3)ヤナギランは北方系日本海要素とされるが、日本
海指数が小さい地域で年平均降水量も少ない内陸的気
候の地域に分布していることがわかった。
(4)ハクサンコザクラとハクサンオオバコは最深積雪
と年平均降水量が他の分類群より大きく、日本海指数
が大きい地域に分布していることがわかった。
(5)日本海側気候の地域に分布していると判断（日本
海指数が90以上）された分類群は、オオコメツツジと
オオバキスミレ、ノウゴウイチゴ、ヒオウギアヤメ、
タテヤマスゲ、ミヤマホタルイ、ハクサンコザクラ、
ハクサンオオバコの8分類群であった。
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